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＜参考 1：基本方針－施策－具体的な取組の関係＞         ＜参考 2：JR 東日本の用地範囲について＞ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 駅東口の機能向上

a. 駅東口広場空間の再整備

b. 鉄道利用者向け駐車場整備

c. 駅前通りの街並み整備

現行の駅東口空間の拡
張による駅前広場ロータ
リーの整備

＜基本方針＞

＜具体的な施策＞ ＜施策イメージ＞

※具体的な取組内容(案)
は、次回(第3回)に提示
します。
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５．施策（案）の具体的なイメージ 
基本方針（案） 施策（案） 

想定される取組 
名 称 具体的なイメージ（【 】内は重複する他の施策番号） 

1. 駅東口の機能向上 

a. 駅前広場の整備 ○現行の駅東口空間の拡張による駅前広場ロータリーの整備 ※検討中 

b. 鉄道利用者向け駐車場整備 ○パークアンドライドによる鉄道利用を想定した駐車場整備 ※検討中 

c. 駅前通りの街並み整備 ○市の顔としての一般県道村上停車場線[駅前～村上駅前交差点間]の街並み整備 ※検討中 

2. 駅東西の連絡性強化

及び移動円滑化 

a. 駅西口の整備及び駅東西を連絡する

通路の整備 

○駅西口（交通広場）の新設及び駅東西を連絡する歩行者・自転車通路の整備※【6-d】 
 ※自由通路整備に伴う駅橋上化を想定。 ※検討中 

b. 鉄道横断箇所の安全対策 ○岩船街道踏切及び瀬波温泉跨線橋の交通安全及び移動円滑化対策【5-c】 ※検討中 

c. 歩行空間のバリアフリー整備 ○地区内での歩行者空間のバリアフリー化 ※検討中 

3. 公共交通の利便向

上・利用促進 

a. 駅東口での公共交通の利便性向上 ○現行の駅東口空間でのバリアフリー化、耐候性対策（雨・雪等） ※検討中 

b. 駅舎の魅力向上 ○駅舎のバリアフリー対策、待合空間、情報発信機能等の充実 ※検討中 

c. 乗合バスの利便性向上 
○バス停留所でのバス待ちスペース確保、耐候性対策（雨・雪等） 

○駅西口整備や駅西側地区内道路整備に伴う乗合バス路線の見直し【6-d】 
※検討中 

4. にぎわいの場・環境

づくり 

a. 大規模跡地等の利用推進（地区の核とな

る都市機能増進施設※の整備） 

○厚生連村上病院移転跡地での都市機能増進施設整備 <<要検討>> 

○旧ジャスコ跡地での公園・広場空間整備【5-b】 
※検討中 

b. 各種にぎわい創出イベントの実施 ○地区内での各種イベントの実施（※社会実験的な試行実施による可能性評価） ※検討中 

c. 情報発信拠点の整備 ○地区内及び周辺施設の利用や移動に関する情報発信の環境整備（既存施設内での対応） ※検討中 

d. 商業活性化に向けた取組 
○駅前通り商店街の魅力向上のためのソフト的取組（地域主体の取組） 

○一般県道村上停車場線沿線等での空き店舗の活用等（チャレンジショップなど） 
※検討中 

e. 案内誘導の充実 ○歩行者自転車のサインネットワーク整備（案内看板、サイン、通り名づくりなど） ※検討中 

5. 居住のための環境づ

くり 

a. 地区内道路の整備 

○駅西地区における地区幹線道路の整備 

［①駅西口へ直結するアクセス道路、③南北方向の連絡道路（都計道環状 3号線）］ 

○地区内幹線道路の拡幅整備[緊急輸送道路の幅員確保(一般県道岩船港線等)] 

※検討中 

b. 公園・広場空間の整備 
○居住者のための身近な公園（街区公園等）の整備 

○地区住民及び来訪者のための公園・広場の整備（防災機能を備えた公園整備）【4-a】 
※検討中 

c. 自転車・歩行者空間の整備（及びバリ

アフリー整備） 

○駅西地区内の自転車・歩行者空間整備（駅西口～学校町間）【6-c】 

○岩船街道踏切及び瀬波温泉跨線橋の交通安全及び移動円滑化対策【2-b・6-c】 
※検討中 

d. 居住誘導支援（空き地・空家の活用促

進等） 

○活用・流通の促進対策（空家バンク事業等の活用）及び管理不全対策 

○良質な土地利用を促すための取組（活用やあり方等の検討、官民一体となった体制づくり） 
※検討中 

6. 駅周辺地区等とのア

クセス環境づくり 

a. 高速インターチェンジ等から駅西側

へアクセスする幹線道路の整備 

○駅西地区における地区幹線道路の整備 

［①日東道瀬波温泉 IC 及び国道 7号から駅西口へアクセスする道路（羽越本線立体横断道路）］ 
※検討中 

b. 案内誘導（道路標識等）の充実 ○道路案内標識の誘導計画見直し（日東度 IC 等への効率的な案内、ネットワーク機能確保等） ※検討中 

c. 自転車・歩行者空間の整備 
○駅西地区内の自転車・歩行者空間整備（駅西口～学校町間）【5-c】 

○岩船街道踏切及び瀬波温泉跨線橋の交通安全及び移動円滑化対策【2-b・5-c】 
※検討中 

d. 駅西口の整備及び乗合バスの利便性

向上 

○駅西口（交通広場）の新設及び駅東西を連絡する歩行者・自転車通路の整備※【2-a】 

○駅西口整備や駅西側地区内道路整備に伴う乗合バス路線の見直し【3-c】 
※検討中 

当日配布１ 
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参考：大規模跡地等の利用推進の考え方（村上駅周辺地区の核となる都市機能増進施設の整備） 

【条 件】敷地面積 １５，４６０．５７㎡、 用途地域：第１種住居地域・商業地域 

【考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

◆市民の意向【市民アンケートによる意向】 

 

 

一般市民と駅周辺住民からは、「社会福祉施設」、「商業施設」が望ましいという回答が多く、

高校生と駅利用者からは、「商業施設」、「公園・広場」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「多目的広場・緑地」でよいとする意見が、いずれの対象でも多い結果となっている。次い

で、「駐車場で良い」とする割合が高い。 

村上総合病院移転後の跡地利用（設問：Ｑ11） 

旧ジャスコ跡地の将来的な利用（設問：Ｑ12） 

利用方法 一般市民
駅周辺
居住者

高校生等 駅利用者

社会福祉施設 469 179 89 41
文化・交流施設 329 138 92 44
観光交流施設 264 133 38 33
防災拠点施設 127 84 26 55
商業施設 379 176 116 58
住宅地 42 12 8 11
公園・広場 268 133 107 61
駐車場 171 49 29 21
その他 55 49 8 5
わからない 101 28 79 8

（あてはまるものを２つ選択。それぞれ上位３位の施設に着色 ■：１位、■：２位、■：３位）［単位：件］
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◆村上市の意向［現時点］ 

市では、病院移転後の跡地利用については、施設の老朽化が進み、建て替えの検討が

必要な既存保育園（３園）を統合した「統合保育園」の整備を考えています。 

（保育園の現状） 

村上地区内にある保育園は、７園（第一、第二、岩船、瀬波、上海府、山辺里、山

居町）あります。老朽化が進み、建て替えの検討が必要な既存保育園は、第一、第二、

山居町の３園で、いずれも３０年以上経過しています。 

・第一保育園（定員９０人）は、昭和５６年改築 

・第二保育園（定員９０人）は、昭和５７年改築 

・山居町保育園（定員９０人）は、昭和５４年開設 

 統合保育園を１６０人規模程度と想定した場合、同程度の向ヶ丘保育園（１６０人規

模）の面積は１０～１３千㎡となります。。 

◆村上病院移転後の跡地で想定される機能と考え方（案） 

機 能 考え方 備考 

児童福祉 
・統合保育園は現時点での市の意向。施設老朽化に伴う対応。 

・病児保育施設の必要性もあり。 

○ 
※市案 

高齢者福祉 
・高齢者関連[デイサービス、老人ホーム、在宅介護支援等]等 

・市内の既存施設との調整(需要確認)が必要。 
○ 

文化・交流 
・中央図書館や生涯学習推進センター等に既に同様の機能あり。施設間

で調整又は連携が必要と思われる。 
△ 

観光交流 
・村上駅前観光案内所との機能重複を調整する必要あり。屋外イベント

対応は、近接する旧ジャスコ跡地(多目的広場)等での対応が現実的。
△ 

防災拠点 
・有事の際に、近接する旧ジャスコ跡地(多目的広場)と一体となった防

災拠点化(拠点指定避難所)は可能。地域防災計画での調整等が必要。
○ 

商 業 
・民業を圧迫しない対応が必要。商店街等との調整など。 

・大型小売店舗等は敷地規模的に不適。 
△ 

公園・広場 
・公園・広場としての整備は、近接する旧ジャスコ跡地（多目的広場：

緑地・公園・駐車場、広場等）で担う方法が現実的。 
△ 

駐車場 
・一定量の駐車スペースは必要であるが、近接する旧ジャスコ跡地(多

目的広場)との関係も含め、必要台数は十分検討するべき。 
△ 

市役所 
・現時点で市役所本庁舎の新築、改築、移転の計画はない。現建物の再

利用を仮定する場合、病院という特殊性から十二分な検討が必要。 
× 

 ［備考］○：可能性あり、△：可能性あるが課題も多い、×：現時点で可能性はない  

当日配布２ 

［都市機能増進施設の考え方（案）］ 

○交流・にぎわい・持続的利用がキーワード。

○多様な機能の組合せ(複合施設)が理想。 

○駅周辺地区及び村上市街地内での同種・類似

施設との調整が必須。 

○維持管理を含めたコスト試算も重要 




